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　The 　 purpQses 　 of 　this　 study 　 were 　 to　 clarify　 the　 perceptions　 of　diabetic　 adolescents 　 and 　 their　 mothers 　 on

self −care 　 behaviors，　 and 　 compare 　 with 　 the　 perceptions　 of 　healthy　 adolescents 　 and 　 their　 mothers 　 on 　 health

behaviors．

　The 　 subjects 　 were 　 27　 pairs 　 of 　junior　high 　 schQol 　 and 　 high　 school 　 students 　 with 　 diabetes　 and 　tbeir 　皿 others ，

and 　24　pairs 　 of 　healthy　junior　high　 school 　 and 　 high　 schoQl 　 students 　 and 　 their　 mothers 、　 The 　 2−dimensionaI

image 　 diffusion　 method 　 was 　 used 　 to　 measure 　 the　 perceptions 　 of 　 adolescents 　 and 　 their　 mothers 、　 Also，
semi −structured 　 interviews　 for　diabetic　 ado 上escents 　 were 　 cQnducted 　to　 obtain 　 information　 abouL 　 their　 self −care

behaviors．　Deflnition　of 　terms ： Illness−management 　behaviors　comprised 　7　items，　 such 　 as 　insulin　injection，　the

self −monitoring 　blood　glueQse （SMBG ），　 exercise ，　the　taking　of　snacks 　when 　hypoglycemia ，　 diet　management ，

eating 　 sweets 　 between 　 meals 　 and 　 regularity ．　 Self−care 　 behaviors　 comprised 互5　 items，　 such 　 as 　 s七udying ，

playing，　 participating　irl　 activities 　 with 　 friends，　 club 　 activities ，　 having　 a 　part −time　 job，　 smoking ，　 drinking，
taking 　parents

脚
advice ，　 and 　il廴ness −lnanagement 　behaviors．

　The 　 results 　 were 　 as 　 follQws；

　1） There　 is　 no 　 difference　 between　 the　 perceptiDn　of　 diabetic　 adolescents 　 and 　the　 perception 　of 　 healthy

adolescents 　 on 　health　behaviors，

　2）Mothers
’
perceptions 　having　diabetic　 ado ］escents 　 Qf

“importance ”
on 　diet　 management 　 and 　exercise 　were

SignifiCantly 　higher　and 　them 　Of
‘’
praCtiCe

”
Qn 　StUdying 　Were 　SignifiCantly 　IOWer　than 　MQtherS

’
haVing　healthy

adolescents ．

　3） Mothers ’
perceptions 　 of

“importance”on 　 SMBG ，　 diet　 rnanagement ，　 regularity ，　 and 　 studying 　 were

significantly 　higher　than　 adolescents ．
’

Key 　words ： diabetic　adolescent （糖 尿病患 児），　 se 上f−care 　behavior （療 養生活），　perception （認 識），　 mother （母親 ）

は じめ に

　思春期は身体 の 急激な成長過程に あ り， 友達を中心

に社会生活が拡大す る と共 に
， 精神的 に は 親 か ら 自立

して い く時期で あ る 。 そ の 中で ，思春期の 子ど もは 自

立 と依存の 葛藤 に揺れ動 き，さまざまな ス トレ ス を体

験し ， 対処 しな が ら，彼 らを取 り巻 く環境 に適応す る

こ と を試 み る。一
方，親 は社会 の 変動 に よ る価値観 や

文化の 問 い 直しを迫 られ なが ら，揺れ 動 きの 激 しい 思

春期 の 子 ど もに 対応 して い か な け れ ば な らず，態度を

決めがた い 難 しさに直面する。

　糖尿病，特 に イ ン ス リ ン 依存型糖尿病 は小児 の 慢性

疾患 の 代表的 な もの の 1 っ で あ る 。 糖尿病患児 は生 涯

を通 して薬物療法，食事療法， 運動療法， 血糖 ・尿糖

の 自己測定 を行うこ とが必要で あ り，良い 血糖 コ ン ト

ロ
ール を 維持 しな が ら，合併症を予防 し，正常 な成長 ・
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発達を遂げ る こ とが 最大の 課題で あ る 。 糖尿病患児に

と っ て こ の 時期は， 思春期前に 比 し，
イ ン ス リ ン に よ

る グル コ ース 代謝に25〜30％ もの 低下が見 られ，イ ン

ス リン 抵抗性 が 増強する
1｝ と言われ て い る 。 こ の よ う

な状況 の 中で，糖尿病患児 は健康な子ど もが体験す る

さ ま ざ ま な ス ト レ ス に加え，病状や治療に伴 う さ ま ざ

ま な ス ト レ ス を体験し ， 対処 しなが ら，継続 的な疾患

管理 行動を行う こ と を要求され る 。 そ の た め，血糖 コ

ン トロ
ー

ル は乱 れ や す く，療養生活を 行 うこ とが 困難

な 状況 に 陥 りや す い 。

　糖尿病患児が良い 血糖 コ ン トロ ール を維持して い く

た め に は，適切な疾患管理 行動を行 うこ とが 必要で あ

る 。 思春期 は友達 との 関係が 強 くな る時期で はあるが，

健康管理 に関して は，親へ の 愛着関係の 質が友達へ の

愛着関係 の 質 よ り子 どもに 有意 に 影響を与 えて い た 2）

との 報告や親との 頻繁な コ ミ ュ
＝ ケ ーシ ョ ン が あ る こ

と と飲酒や喫煙を始め る率が低 い こ と が 関連 して い

た
3 ）

との 報告 もあ る。 ま た，糖尿病患児 に お い て は家

族の 一体感や コ ミ ュ
ニ ケーシ ョ ン の 良 さ が思春期 の 血

糖 コ ン トロ
ー

ル に影響を及 ぼ して い た
4）

と報告され て

い る 。 しか し，糖尿病患児 と親の 療養生活に対す る認

識お よ び認識の 相違 に っ い て 明らか に した研究は ほ と

ん ど見 られ な か っ た 。 そ こ で 今回は，患児 と主 な養育

者で あ る母親の 療養生活に対す る認識と認識の 相違に

っ い て 明らか に し，健康児 と母親の 健康生活に 対す る

認識 と比較す る こ とに より，思春期の 糖尿病患児へ の

援助の 方向性を検討 した 。

研究方法

1．用語 の定義

　療養生活 ：良 い 血糖 コ ン ト ロ ール と健康状態を維持

する た め に 患児 お よ び家族が行う日々 の 生活 で ，本研

究 で は イ ン ス リ ン 注射 ， 食事の 計量 （計量の み で なく，

栄養バ ラ ン ス や 食事 の 回数 な ど食事療法 に 関す る もの

全 て を含む），間食 （おや つ ）， 血糖測定 ， 低血糖の 補

食 ， 運動， 規則正 しい 生活の 7項目の 疾患管理行動と ，

勉強 ， 遊 び ， 友達 っ き あ い，ク ラ ブ活動，ア ル バ イ ト，

酒，た ば こ，親 の 忠告 の 8 項目の 日常生活行動 を合わ

せた15項目を い う。

　健康生活 ；良い 健康状態 を維持す るた め に ，子 ど も

および家族が行 う日 々 の 生活 で，本研究 で は 疾患管理

行動か ら糖尿病独自の 行動で あ る イ ン ス リ ン 注射， 血

糖測定，低血糖 の 補食を除 い た，食事 の 計量，間食，

運動， 規則正 しい 生活の 4 項目と 8項目の 日常生活行

動を合わ せ た 12項目を い う 。

　子どもの 認識 ： 生活行動 の 各項 目をどの ぐらい 実施

して い るか と い う実施の認識と自分の 生活に と っ て ど

の ぐらい大切か と い う大切さ の 認識の 2 っ を い う。

　母親の 認識 ：生活行動の 各項目を子ど もが どれ ぐ ら

い 実施 して い る と思 うか と い う実施の 認識 （
一部母親

自身の 行動の 自己評価を含む） と子どもに と っ て どれ

ぐ ら い 大切 か と い う大切 さの 認識の 2 っ を い う。

2，対象

　調査 へ の 承諾が得られ た千葉県内の 大学病院の 小児

糖尿病外来 に 受診して い る中 ・高校生の 糖尿病患児 と

そ の 母親 27組お よ び健康な中 ・高校生 とそ の 母親24組

で あ る 。

3．調 査方法

　二 次元 イ メ ージ拡散法 を 用 い て ，糖尿病患児 と母親

に は療養生活 に対する認識を，健康児 と母親に は健康

生活に 対す る認識を 調査し た 。 二次元 イ メ
ージ 拡散法

は松原 ら
5） G）が 開発 した方法 で，実践頻度 や意識等を

縦横 の 軸に設定 した二 次元平面上 に貼り付けて もらい，

実際の 生活状況 を視覚的 に 捉えるもの で ある。 本研究

で は，横軸を実施 の 認識 とし，よ くす るか ら しない ，

縦軸を大切 さ の 認識と し， とて も大切か ら大切で な い

と配置 した平面上 に 15項 目の 療養生活，あ る い は 12項

目の 健康生活が記入 された駒を対象者が置い て い く。

測定用具と して使用す るた め に 便宜上そ れ ぞ れ の イ メ
ー

ジ軸 を 14分割 し，0 〜14点 で 点数化 した
。 得点 が 高い

ほ ど， 大切さ， 実施の 認識の 程度が高い こ とを意味す

る 。
二 次元 イ メ

ージ 拡散法の 信頼性を検討するため に，

健康 な 中 ・高校生 と母親24組 に 健康生活 の 12項 目に っ

いて， 4週聞間隔で の 再テ ス ト法を行い，高い相関

（r；O．31〜0．96）を得た 。 また，糖尿 病患児 の 調査結

果に お け る疾患管理 行動 7項 目の Cronbachの信頼性

係数は 0．79で あ っ た 。

　糖尿病患児 に 対 して は ，面接 ガ イ ドを 用 い て 実際 の

療養生活 に 関す る面接調査を行 っ た。

4 ．分析方法

　糖尿病を持っ 中 ・高校生 と健康な中 ・高校生お よ び

糖尿病を持っ 中・高校生 の 母親と健康な中 ・高校生 の
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母親 の 健康生活 の 項目に 対す る認識 を比較する ため に，

実施 と大切 さ の そ れ ぞ れ に っ い て t検定を行 っ た。

　糖尿病を持 つ 巾 。高校生 とその 母親 の 療養生活 の 項

目に 対す る認識 を 比較す る た め に，実施 と大切 さの そ

れぞ れ に っ い て t検定を行 っ た 。

　療養生活の 15項目に関する大切さ の 認識か ら実施の

認識 を 引 い た 得点 もし くは そ の 絶対値 の 合計 を療養生

活 の 認識 の 相違 とし，また疾患管理行動 の 7 項 目の 得

点 も し く は そ の 絶対値 の 合計 を 疾患 管理 行動 の 認 識の

相違とし， 分析 した 。

　ま た，療養生活の 良否は，中村
T／

の 判断基準を
一

部

改変 した もの に 従 い，得点化 し，平均点 よ り高 い 得点

を と っ た者 を療養生活 の 良 い 群，低 い 得点を と っ た 者

を療養生活 の 悪 い 群と判定して 、分析 した 。

糖 尿病 の 中 ・
高校生 と母親 の 療養生 活に対す る認識　　4］

訳 は 中学生 が 17名，高校生が 7 名で ，糖尿病患児 とほ

ぼ同 じ割合 で あ っ た。

2 ，穂尿病を持 つ 中 ・高校生 と健康な中 ・高校生 の 健

　　康生活に対する認識の 比較 （表 1）

　糖尿病患児の方が健康児 に比べ ，食事の計量，規則

正 し い 生活 の 実施 と運動 の 大切 さ の 認識 が や や 高く，

また 健康児 の 方が糖尿病患児 に 比べ ，勉強，ア ル バ イ

トの 大 切さの 認識は や や 高 い 傾向が 見 られ た が，有意

差 は 見 られな か っ た
。 飲酒を行 っ て い た者は， 糖尿病

患児が 6名，健康児が 4名で，い ずれも実施は少なか っ

た 。 喫煙 を 行 って い た者 は，そ れ ぞ れ 1名ずっ で あ っ

た。ま た，ア ル バ イ トを行 っ て い た 者 は 糖尿病患児 4

名，健康児 4名で，い ず れ も高校生 の み で あ っ た 。

結 　　果

1，対象児 の背景

　糖尿病患児27名 の 内訳 は 中学生 が 19名，高校生 が 8

名で，男子が 13名，女子が 14名で あ っ た 。 疾患名 は イ

ン ス リ ン 依存型糖尿病 が 24名，イ ン ス リ ン 非依存 型 糖

尿病 が 3名 で，罹病期間 は 7 か 月か ら11年 5 か 月，平

均 4年 7か月で あ っ た 。 血糖 コ ン トロ
ール の指標で あ

る HbAlc 値 の 平均 は 8 ％で あ っ た 。 健康児 24名 の 内

3 ，糖尿病を持 つ 中 ・高校生 の 母親と健康な 中 。高校

　　生の 母親 の 健康生活 に対する認識 の 比較 （表 2）

　糖尿病患児 の 母親は健康児 の 母親に比べ ，食事の 計

量 （t＝3．25，P＜0．01），運動 （t＝2．16，　 P〈0．05） の

大切 さ の 認識が 有意 に高か っ た。ま た，健康児 の 母親

は 糖 尿病患 児 の 母 親 に 比 べ ， 勉強 の 実施 の 認 識

（し＝2．70，P＜0，01） が 有意 に 高 か っ た 。また ，子ど

もが飲酒を行 っ て い る こ とを認識して い た の は， 糖尿

病患児 健康児 の 母親 の そ れ ぞ れ 2名 ず つ で ，い ず れ

表 1　健康な 中・高校生 と糖尿病を持つ 中 ・高校生 の健康生活に 対す る 認識の比 較

実 　 　 　施 大　切 　 さ

健 康生活 の 項 目 健康 （N ＝24） 糖 尿病 （N ；27） 健康 （N − 24） 糖 尿病 （N − 27）

平均値 iSD 平均値
．

SD
　 　 　 旨

t値
平 均値 … SD
　 　 　 2

平均値 … SD
　 　 　 2

t値

食事の 計量 4．63i　 3．576 ．13…　 4．471 、347 ，22 … 5．047 ．78 … 4．73O ，41

間食 （おや つ ） ，、6、i 、、。， 7，64 …　 4．370 ．044 ．47 …　 4．354 ．86 …　 4．160 ．32

運動 8．33i　 4．549 ，03 …　 4．240 ．569 ．78 …　 3．50　　． 11．13 …　 3．16
　 　 2

1、44

規則 正 しい 生活 6・15i　 2・907 ．29 …　 3．701 ．239 ．86 …　 2．92lO ．72 …　 3．16　　 ． 1．Ol

親 の 忠告 8．57i　 2，927 ，81 …　 3．620 ．838 ．02 … 3．786 ．72 … 4．221 、17

友達つ き あ い 11．35i　 2．09
　 　 ：

1。．81 … 2．640 ．81
　　 旨
11．97 …　 2．62 ユ1．451　 2．690 ．69

遊 び 11，34i　 2．29
　 　 2 10．38 …　 3．381 ．1910 ．17．　 2．96

　 　 旨

9、77
』
　 3．840 ，41

勉 強 7．93i　 3、397 ．28… 3．990 ．6211 ．23…　 3，ユ99 ．42…　 4．211 ．74

ク ラ ブ活動 8．66i　 5，847 ，82…　 5．770 ，528 ．60…　 4．768 ．26 … 5．480 ，23

ア ル バ イ ト L37… 3．630 ，98i　 3，310 ．404 ．23i　 5．402 ．39 … 3．971 ．37

酒 0．35… 0．850 ．52i　 1，600 ．451 ．01i　 3．100 ．40i　　 1．150 ．98

たば こ 0．38i　 L880 ，441　 2．310 ．100 ．001　 0．000 ．52 …　 2．69 三．00

対応 の な い場 合の t検定
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表 2　健康な 中・高校生の 母親 と糖尿病を持つ 中・高校生 の 母親 の健康生活 に対 す る認識 の 比 較

実　　　施 大 　切　 さ

健 康生活 の 項 目 健康 （N ＝24） 糖尿病 （N 幕27） 健康（N ＝24） 糖尿病 （N ；27）

平均値 iSD 平均値 … SD　　　 ．
t 値

平均値 …SD 平均値 …SD
t値

食事の 計量 5、95i　 3．18
　　．
7．13 …　 4．241 ．14 8．50…　 3．5711 ．45i　 2，883 ．25 富 串

間 食 （お や つ ） 7．52i　 3．238 ．24i　 4，050 ．71 524
．
　 3．06　　2 4．75i　 3．850 ，50

運動

　 　 …

7．84i　 4．62
　 　 …

9．91…　 4，091 ．69 10．46…　 2．5412 ．ogi　 2．842 ．16零

規則正 しい 生活 8．83i　 2．94
　 　 ：

8・11
…　 3・74

　　．
0，77

　 　 旨

12．42 …　 2．65
　 　 …

12．67i　 2．200 ．36

親 の 忠告 8．28i　 2．938 、36i　 3，940 ．08 9．21…　 3．348 ．74i　 3．520 ．49

友 達っ きあ い
　 　 …

12，13｛　 1，90 ユ1．27i　 2，861 ．28 11．38…　 2．821L86 ｛　 2．700 ，63

遊 び 10．17…　 3．16
　 　 旨

10．72i　 3，570 ．59 8．35…　 3．40
　 　 1

8，93 …　 3．560 ．59

勉 強 9．181　 2．886 ．72 …　 3．632 ．70＊ 富 12．03…　 2．1811 ．54 …　 3．050 ，67

ク ラ ブ活動

ア ル バ イ ト

9．32i　 5．44

1・35 … 4・008

．32 …　 5．85

0．83 … 2．84
　 　 2

0，630

．53

9．57
：　 5．43

1．23 …　 3．1410

．03 …　 5．06

1舶 …・．310

．310

．23

酒 0．10 … 0．33
　　…

0．08…　 0，340 ．15 0．00…　 0．000 、49…　 2．531 ．00

た ば こ 0．00 …　 0、000 ．09 …　 α481 ．00 0、ooi　 O、000 ．49 …　 2．531 ．00

対応 の な い 場合の t検 定 宰 P＜ 0．05　 桝 P〈0，01

も半数以上 の 母親が認識 して い な か っ た 。 喫煙 を 行 っ

て い る こ とを認識して い た 母親 は，糖尿病患児の 母親

1名の み で あ っ た 。 ア ル バ イ トを行 っ て い る こ と を認

識して い た の は，糖尿病患児 の 母親 4名，健康児 の 母

親 3名 で あ っ た。

4 ．糖尿病を持つ 中・高校生 の 療養生活 に 対す る実施

　　と大切さの 認 識との関係および健康 な中 ・高校生

　　の 健康生活 に対する実施と大切さの 認識との 関係

　糖尿病患児 の 療養生活 に 対す る 実施 の 認識 と大切 さ

の 認識と の 関係に っ い て 表 3 に 示した 。

　糖尿病患児 の 療養生活 に対す る大切 さの 認識が実施

の 認識 よ り，有意 に 高か っ た項 目 は 低血 糖 の 補食

（t＝3．49，P＜0．01），食事 の 計量 （t＝2．14，　P＜0．05），

運動 （t＝2．85，P〈0．01），規則正 しい 生活 （t＝4．30，

P〈0．01），勉強 （t＝ 2．32，P＜0，05）の 5 項目で ，反

対 に 大切 さの 認識が実施 の 認識 よ り，有意 に 低 か っ た

項目は間食 （t＝3．75，P ＜0．01）の 1項目で あ っ た 。

また，糖尿病患児 の 療養生活 に 対する大切さ と実施の

認識 の 差が少 な か っ た項目 は イ ン ス リ ン 注射 ， ク ラ ブ

活動，酒で あ っ た 。 イ ン ス リ ン 注射は 1名を除い た全

員が とて も大切に 思 い，よ く行 っ て い る と思 っ て い た

が ， 面接に より得 られた疾患管理行動 の 情報で は，27

名中 6名 が 月 1回以上 の イ ン ス リ ン 注射 の 打 ち忘れが，

4名 が 2 ヵ月に 1回程度の 打ち忘れ が あ っ た 。

　一
方，健康児 の 健康生活 に 対す る大切さ の 認識が実

施の 認 識よ り，有意 に 高か っ た項 目 は 食 事 の 計量

（t＝2．63，p＜0．05），規則正 し い 生活 （t＝ 4．09，　 p＜

0．01）， 勉 強 （t＝4．80，p＜O．Ol），　ア ル バ イ ト

（t＝2．74，p＜0．05）の 4 項目で，反対 に大切さの 認識

が 実 施 の 認 識 よ り，有意 に 低 か っ た 項 目は 間食

（t＝3．58，P＜0．01） の 1項目で あ っ た。

5 ．糖尿病 を持 つ 中 ・高校 生 の 母 親 の 療 養生 活 に 対 す

　　る実施 と大切さの 認識との関係および健康な中 ・

　　高校生 の 母親 の 健康生活 に対す る実施と大切 さ の

　　 認 識 との 関係

　糖尿病患児 の母親の療養生活に対す る実施 の 認識 と

大切 さの 認識 との 関係 に っ い て 表 3 に 示 した 。

　糖尿病患児 の 母親 の 療養生活 に 対す る大切さの 認識

が実施の 認識よ り， 有意に高か っ た項目は イ ン ス リ ン

注射 （t＝2．84
，
P〈O．01），血 糖 測定 （t＝ 5．61，　 P〈

0，01），低血糖 の 補食 （t＝2，53，P＜O．05），食事 の 計

量 （t＝5，47，P＜0．01）， 運動 （t；2，37，
　 PくO．05），

規則正 しい 生活　（t ＝ 5．53
，
P＜0．01），勉強 （t＝4．52，

P〈0．01） の 7項目で，反対 に 大切さ の 認識が実施 の

認識 よ り ， 有意 に低か っ た項 目は 間 食 （t＝3．22
，

P＜0．01）の 1項目で あ っ た 。 また ， 糖尿病患児 の 母
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表 3　糖尿病 患児の 療 養生活 の 実施 と大切 さの 認識 お よび母親の 実施と大切 さの認識との 関係

患 児 （N − 27） 母 親 （N ＝27）

療養生活の項目 実施の 認識 大切さ の 認識 実施の 認識 大 切 さの 認 識

平均値 iSD 平均値 …　 SD
t値

平均値 …SD 平均底 SDt
値

イ ン ス リ ン 注射 13．56 』
　 　 1．3913 ．75 …　 1．020 ．60 13，20 …　 1．39

　　 ．
13．96 …　 0．182 、84 寧 零

血糖 測定 9．93…　 3，1710 ．91
．
　 4．101 ．49 9．74 …　 4、0013 ．64 …　 0，735 ．6ユ零 零

低血糖の 補食 8，52 …　 4，2310 ，77i　 3．843 ．49 牟 牢 9．59…　 4．4411 ．34… 4．372 ，53＊

食事の 計量 6．13… 4．477 ，78 ：　 4．732 ．14 虐 7．13
．
　 4．2411 ．45 …　 2，885 ，47零 事

間食 7，64 …　 4．364 ．86 …　 4．163 ．75 絆 8．241　 4．054 ．75…　 3．853 ．22ホ ＊

運 動 9．03 … 4．24ll ．13 ：

　 3．162 ．85 榊 9．91、　 40912 ．ogi　 2．泓 2．37 串

規 則正 しい 生活 7，29
．
　 3．7010 ．72 ：　 3，164 ．30零零 8．11　 　 3．7412 ．67i　 2，205 ．53 車 寧

親の 忠告 7，81 …　 3，626 、72 …　 4．221 ．10 8．36’　 3．948 ．74 …　 3．52
　 　 2

0．43

友達つ きあい 10．81 ；　 2．6411 ．哩5 …　 2．691 ．26 11．27　 　 2．861L86 　i　 2，701 ，00

遊 び 10．38i　 3．389 ．77 …　 3．840 、83 10．72．　 3．578 ．93i　 3．561 ，83

勉 強 7．28i　 3．999 ．42 …　 4．21232 零 6，72…　 3．6311 ．54 …　 3，054 、52 料

ク ラ ブ活動 7，82
’
　 5．778 ．26 …　 5．480 ，46 8．32…　 5．8510 ．03 …　 5．061 ．90

ア ル バ イ ト 0．98…　 3、312 ．39 ．
　 3．971 ．89 0．83 …　 2．841 ．06i　 2．310 ，33

酒 0，52 …
　 1，60

　 　 ：

0，39… 1．150 ．65 0．08… 0，340 ．4gi 　 2．530 ．95

た ば こ 0．44 …　 2．310 ．52 …　 2．691 ．00 O．09…　 0．480 ．49… 2．531 ．00

対応の あ る場合の t 検定 寧 P ＜0，05　 串 寧 P 〈 0．01

親の 療養生活に 対す る大切さ と実施の 認識の 差が少な

か っ た 項 目は，親の 忠告，友達 っ きあ い，ア ル バ イ ト

で あ っ た 。

　
一

方，健康児 の 母親 の 健康生活 に 対す る大切さの 認

識が実施の 認識よ り， 有意に 高か った項目 は食事の 計

量 （t＝3．11，p〈0，01），運動 （t＝2．68，　p〈0．05），規

則正 しい 生活 （tニ4．26，p＜0，01），勉 強 （t・・3．53，

p＜0．01） の 4項 日で ，反 対 に 大 切 さ の 認 識 が 実 施 の

認識 よ り，有意 に 低か っ た 項目 は間 食 （t・・2．29，

P＜0，05） の 1 項目で あ っ た 。

6．糖尿病を持つ中 ・高校生と母親の療養生活に対す

　　る 認 識 の 相違お よ び健康な中 ・高校生 と母親の 健

　　康生活 に対する認識 の 相違

　糖尿病患児 と母親の療養生活に対す る実施の 認識に

つ い て は，食事 の 計量，親 の 忠告 の 項 目で，子どもよ

り母親 の 方が や や 高 く，ま た酒 の 項 目で，母親 よ り子

ど もの方が や や高い傾向は見られ た が ， 有意差 は見ら

れ な か っ た
。 また

， 療養生活の 大切さ の 認識に っ い て

は， 血糖測定 （t＝ 3．41，Pく0．01）， 食事 の 計 量

（t；3．45，P＜0．01），規則正 しい 生活 （t；2．62，　 P＜

0．05），勉強 （t；2、11，P〈O、05）の 項目で ，子 ど もよ

り母親 の 方が 有意 に 高 か っ た
。

　一方，健康児 と母親の 健康生活に 対す る 実施の 認識

に つ い て は，規則正 しい 生活 （t＝3．17，P＜0．OD の

項目で ， 子 ど もよ り母親の 方が有意に 高か った 。 また ，

健康生活 に 対す る大切さ の 認識 に っ い て は，規則正 し

い 生活 （t＝3，18 ，
P＜0．01）の 項 目で，子 どもよ り母

親 の 方が 有 意 に 高 く，ア ル バ イ ト （t＝ 2．35，P＜ 0，05）

の 項目で 子ど もよ り母親の 方が有意に 低か っ た 。

7．療養生活 の 良否 と 「患 児」 お よ び 「母親」 の 疾 患

　　管理行動 に 対する認識 の 相違との関係 （表 4 − 1，

　　表 4 − 2）

　療養生活 の 良い 群に お け る 患児の 疾患管理 行動の 7

項目に関す る 「大切さ
一
実施」の 得点の 平均値は 11．94

点 （SD　11．61），療養生活 の 悪 い 群 に お け る患児 の 疾

患管理行動 の 7 項目に 関す る 「大切 さ
一
実施」 の 得点

の平均値は14．91点 （SD 　 10．97）で ， 療養生活 の 悪 い 群

の 方が 良 い 群に 比 べ ，患児 の 疾患管理行動 に 対す る 認

識の相違が や や大きい 傾向に あ っ たが，有意差 は見ら

れな か っ た 。 また，療養生活 の 良 い 群 に おける患児の
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表 4 − 1　療養生活 の 良否 と 「患児」 の疾患管理 行動 に 対 す る認識 の 相違の得 点との 関係

患児 の 療養生活 標本 数
患児 の 「大切 さ

一
実施 」 の

得点の 平均値

患児 の 「大切 さ
一実施」 の

絶対値の得点の 平均値

療養生活の よ い 群

療養生活の 悪い 群

1413 11．94± ll．
161

14．91± 10，97

17．67± 7．24

23，74±8、47

対応の な い場合の t検定

表 4 − 2　擦養生活の 良否と 「母親」 の 疾患管理 行動に 対す る認識の 相違の 得点と の 関係

患 児の 療養 生活 標 本数
母親の 「大切 さ

一
実施」の

得点 の 平均値

母親の 「大切 さ
一
実施」 の

絶対値の 得点の 平均値

療養生活の 良い 群

療養生活 の 悪 い 群

1413

繃 1：llコ
承＊

ll：蠶：麓コ
＊

対応 の な い 場合の t検 定 ”P＜0．01　寧P＜0．05

「大切さ 一実施」 の 絶対値 の 得点 の 平均値は 17．67点

（SD　 7．24），療養生活の 悪い 群に お け る患児 の 「大切

さ
一

実施」 の 絶対値 の 得点 の 平均値は23．74点 （SD

8．47）で ， 療養生活の 悪い 群が良 い 群に比べ
， 患児 の

疾患管理行動 に 対す る認識 の 相違 が や や 大 きい 傾向 に

あ っ た が ， 有意差は見ら れ なか っ た 。

　
一

方，療養生活 の 良 い 群 に お け る母親 の 疾患管 理 行

動 の 7項 目に関す る 「大切 さ
一
実施」 の 得点 の 平均値 ．

は 13．90点 （SD　11，25），療養生活の悪い群に お け る母

親 の 疾患管理 行動 の 7項目に 関す る 「大切 さ 」
実施」

の得点の 平均値は28．64点 （SD　14．71） で ， 療養生活

の 悪い群の 方が良い 群 に 比べ
， 母親の 疾患管理行動に

対す る認識 の 相違 が 有意 に 大きか っ た （P 〈0．01）。ま

た，療養生活の良い群に お け る母親の 「大切さ一実施」

の 絶対値 の 得点の 平均値は20．60点 （SD　 13．14）， 療養

生活 の 悪 い 群 に お け る母親 の 「大切 さ
一
実施」 の 絶対

値 の 得点 の 平均値 は31．37点 （SD 　 12．53） で ，療養生

活 の 悪 い 群の 方が良い 群に 比べ ，母親の 疾患管理行動

に 対す る 認識 の 相違が有意 に 大 きか っ た （Pく0．05）。

考　　察

　糖尿病を持 っ 中 ・高校生 は健康な中 ・高校生 と比較

して，食事の 計量，規則正 しい 生活 の 実施と運動，規

則正 しい 生活 の 大切 さ の 認識が や や高い 傾向は見 られ

たが，有意な差 は 見 られな か っ た 。 こ れ は，近年社会

的 に 健康生活 に 対す る 関心が 高 ま り，子 ど もに も影響

を与え て い る と思わ れ る こ と ， ま た ， 思春期は外見に

関心を示す時期 で あ り，食事 の 計量 や 間食 に 関す る 認

識が健康な中 ・高校生 で も高い こ と に よ る と考え られ

る 。 糖尿病を持つ 中 ・高校生に お い て は，こ れ らの 行

動 は糖尿病管理 の ために重要な行動で あ り， 治療の
一

環 と して 強調 され るが，健康な中 ・ 高校生も同様な意

識 が あ る こ とか ら，一
般的 な健康行動 の 指導 と して 自

然に受け止め られ，実施で きる こ と が望ま しい と考え

ら れ る 。

　
一

方，糖尿病を持 っ 中 ・ 高校生 の 母親で は，健康 な

中 ・高校生の 母親 に 比べ ，食事の 計量，運動の 大切さ

の 認識 が有意 に 高く，勉強の 実施の 認識が有意 に 低か っ

た 。 ま た，有意な差 は見られ なか っ た が，糖尿病の 中 ・

高校生の 母親の 方が，規則正 しい 生活を大切で ある，

間食を大切 で な い と認 識 して い る傾向が 見 られ た。こ

れ らの こ と か ら，糖尿病の 中 ・高校生の 母親は糖尿病

の 管理行動として ， 食事や運動に注意を払 っ て おり，

勉強 は 二 の 次と考え て い る こ とが 伺 え る 。 糖尿病 は，

コ ン トロ
ー

ル に よ り，正常 の 社会的活動が で きるこ と

か ら， 勉強を親が二 の 次 に 考え ず ， 健康な中 ・高校生

と同様に患児 に期待す る こ とが ， 糖尿病 の コ ン ト ロ
ー

ル さ え で きれ ば，健康な中 ・高校生と同 じで あ る と い

う意識を患児 に持たせ
， さらに将来の 進路選択 に も役

立っ の で は な い かと思 わ れ る 。

　糖尿病を持 っ 高校生，健康な高校生 は共 に 半数 の 者

が ア ル バ イ トを実施して い る と答 え，大切 さの 認識 も

高か っ た 。 ま た，ア ル バ イ トを して い な い と答え た者

の 中 に も大切 さの 認識 が 高 い 者があ っ た 。 ア ル バ イ ト

は 高校生 に と っ て は，もは や ク ラ ブ活動 に 代 わ る 位置

づ け と して 捉え られ て い る こ とが伺え る 。 しか し， 糖

尿病患児 で は，ア ル バ イ トが 疾患管 理 行動 に 影響を与
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え て い た こ とか ら，
ア ル バ イ トの 有無や 内容，お よ び

生活 へ の 影響を把握し，指導を考え る必要が あ る と思

わ れ る 。 ま た ， 飲酒 ・喫煙に 関 して は，飲酒 して い る

と答 え た者 は 6名 と比較的多 か っ た が ，大切 さ の 認識

は低か っ た の に 対 して，喫煙 して い る と答え た者 は 1

名の み で あ っ た が，大切さの 認識は高か っ た。 近年，

中 ・高校生 で の 飲酒 や 喫煙 が 増加 して い る と い う報

告
S ， 9・）

に加 え，糖尿病患児 を対象に した 研究で ，中村

ら
ゆ

は小児糖尿病患者 の 喫煙，飲酒 と療養行動，血糖

コ ン ト ロ
ー

ル との 関係の 変化を調 べ ，喫煙，飲酒 を行 っ

て い た者は少な か っ た もの の，療養行動 が 悪 い こ とと

関連 して お り，一
度身に っ け る と習慣化す る傾向が あ

る と述 べ て い る 。 従 っ て ， そ れ らの 開始を 阻止す る教

育が 必要 と考え られ る。糖尿病患児 で，実際に行 っ て

い る者に は患児が大切だ と思 う理由や気持ちを受 けと

め たとで，合併症 との 関係 にっ い て の 知識を与え な が

ら ， 少しで も回数や量 を減 らす よ う に，共 に 考 え て い

く こ と が 必要 で あ る。 ま た，飲酒 ・喫煙 を行 っ て い な

い 者 に は 行わな い よ うに ス ト レ ス や 友達関係を把握し，

ス ト レ ス が高い と きに は，一緒に 対処の 方法に つ い て

考 え，支援して い くこ と が必要 で あ る と思 わ れ る 。

　療養生活 に おい て 患児 の 大切 さ の 認識 と実施の 認識

の 相違が見られ た項目，つ まり大切と思 って い て も実

施で き て い な い 項目は，低血糖の 補食，食事 の 計量，

運動，規則正 しい 生活，勉強で あ っ た 。 低血糖の補食

と食事 の 計量 は，学校 で，あ る い は 外出 して い る時 に

他 の 人 と異 な る 行動 を取 らな け れ ばな らず，他の 人 に

迷惑をか け た り， 違和感を感 じた りす る た め に 実施 が

困難 に な る もの と思 わ れ る 。 ま た，運動 と規則正 しい

生活 は，疾患管理 に 必要 な行動 で あ る と意識 して い る

こ と ， 勉強は社会の 高学歴志向の 流 れ か ら，大切さの

認識 は高 い が，実施 して もな か な か そ の 効果が形と し

て 現れ に くい た め に，実施の 継続 に 結びっ かない の で

は な い だ ろ うか 。 大切さ と実施 の 認識 が一
致 して い る

の は イ ン ス リ ン 注射 で，イ ン ス リ ン 注射は命や病状に

直結 して い る た め に，大切に思い，行動も伴 っ て い る

もの と思われる。 しか し，イ ン ス リ ン 注射 は，ほ とん

どの 者 が と て も大切 で，よ く行 っ て い る と思 っ て い た

が ， 実際は1／3以上 の者に注射の打ち忘れ が あ っ た 。

イ ン ス リン 注射は毎日複数回定期的に行 っ て い る た め

に，た まに 抜け るの は仕方が な い と，頻度が増え る可

能性 もある。 そ の た め，イ ン ス リ ン 注射が抜 ける こ と

に よ り血糖 コ ン ト ロ
ール に 及 ぼ す影響 に つ い て の 理解
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を促すとともに，どん な工夫をす れ ば ， 注射の打ち忘

れ を な くせ るか ，ま た，抜 け て しま っ た と きの 対処 の

仕方につ い て，患児と
一
緒に考え て い くこ とが大切で

あ る と思 わ れ る 。

　療養生活の 悪 い 群は，良 い 群に比 べ ，母親 の 疾患管

理行動に対する大切さ と実施の 認識の 相違の 得点が有

意 に 高か っ た が，患児 の 大切 さ と実施の 認識の 相違の

得点 に は 有意差 は 見 られなか っ た。療養生活 の 悪 い 患

児 は 認知的不協和理 論 9
に あ る よ うに，行動 と認識 が

伴 わ な くな ると行動と認識の 均衡を保とうと自分の 行

動を正当化 し，大切 さの 認識を下げ る た め に，認識の

相違と して 現 れ に くい
一方，母親 は子どもに と っ て の

大切 さ や 子 ど もの 行動を客観的 に 判断す る た め に 認識

の 相違と して 現れ た もの と思 わ れ る。

　また，療養生活に対す る患児と母親の実施の認識に

は，有意差 が 見 られ な か っ た が，大切 さ の 認識で は ，

血糖測定，食事 の 計量，規則正 しい 生活，勉強の 項目

に 有意差が見られ ，
い ずれ も母親の 認識 の 方が 有意 に

高か っ た 。 こ れ らの 項 目は，患児が大切 だ と思 っ て い

て も実施 で きに くい 項目で あ り ， 母親の大切さ の高さ

か ら，子ど もへ の 要求が高くな り，子 ど もは わ か って

い て もで き な い と い う， ト ラ ブ ル を起 こ しや す い こ と

が考え られ，子どもの ス トレ ス を増強させ る た め ， 指

導を行 う際 に は，こ の こ とを考慮 して 行 う こ とが 必要

で あ ろ う。

結　　論

　本研究に よ り， 以 下の こ とが 明 らか に な っ た 。

1．糖尿病を持つ 中 ・高校生と健康 な 中 ・高校生 の 健

　　康生活 に 対す る認識 に は，有意差 は見られ なか っ

　　た 。

2．糖尿病を持っ 中 ・高校生の 母親 は健康 な 中 ・高校

　　生 の 母親 に比 べ ，食事の 計量 ， 運動の 大切さの 認

　　識が有意 に 高か っ た 。 また，糖尿病を持っ 中 ・高

　　校生 の 母親は健康 な 中 ・高校生 の 母親 に比 べ ，勉

　　強の 実施の 認識が有意に低か っ た 。

3．糖尿病患児の 療養生活 に 対す る 大切 さの 認識が実

　 施 の 認識より高か っ た項目は ， 低血糖の 補食， 食

　 事の 計量，運動，規則正 しい 生活，勉強 の 5項 目

　　で ，反対に 大切さ の 認識 が 実施 の 認識よ り低か っ

　　た項目は間食で あ っ た 。

4．糖尿病患児 と母親 の 療養生活 に対す る大切 さ の 認
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識に っ い て は，血糖測定，食事の 計量 ， 規則正 し

い 生活，勉強 の 4項目で ， 患児 よ り母親の 認識が

有意 に高か っ た 。

おわ りに

　こ の 研究で は ， 対象者が 少 な い た め に 青年期前期と

中期で あ る中学生と高校生を合わせ て健康生活 ・療養

生活 に っ い て の 認識を分析 した が ， そ れ ぞ れ の 時期で

ラ イ フ ス タイル に特徴が見られ るた め，今後そ れ ぞ れ

の 時期の対象者を増や して検討して い きたい
。
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